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光市医師会報

ぼ面三7I間行事:

※ 1 0月25 El (水〉 周市三市医師会合同

役員会於訟原旅館午後 7・o0 

※1 1月 2日(土〉 学校医研修会(光市医

師会、光市教育委員会共催)於浅江公民館

午後 1・。。
※ 1 1月15口(水) 交通法規研修会於

医師会館午後 7・o0 

※1 1月 15日(水) 理事会於医師会館

午後 7・30 

0報告事項 (1)産業保健担当理事協議会報

告 (2)正副会長会議報告 (3)永年勤続者

表彰式及び球技大会決算報告 (4)麻疹ワ

クチン予方按踊について (5)特定疾患調

査報告苫の製本代と謝礼金 (6)大規模病

院建設に対する対策会議Kついて (7洋

校医研修会の報特 (81徳山看護学院より

の連絡事項 (9)口動説保険(任意〉加入

方のすすめ

0協議事項 (1)健版まつり講演会の件 (2) 

広域検査センター集配体制について

(3)忘年会の件

周南三市合同役員会

1 0月 25日(水〉松同旅館において午後7

• 0 0開催された。

O出席者光市医師会 :会長外 5名、徳山

医師会:会長外4名、下松市医師

会:会長外4名、計 16名

0議題

1978 

(1) 昭和 54年度自治体に対する要望事

項について(三dj医師会共同提案)

(イ)学校医

基本報酬: 1 2万以上

管男子ー当: 1人200円(長低保

防 15. 0 0 0円)

(ロ)未就学児市:位脱診断

l人 ・1000円(最低保障

1 5. 0 0 0円〉

レサ職員健康診断 :1人 ・1000円

(ニ) 出務手当:5.0 0 0円x1 2 (6 

000円)

(ホ) 予防注射/1¥務 :1時間 1 5.0 0 

0円

超過分:3 0分fli7500円

(へj 麻疹の予防接話

φ光市:4. 0 0 0円(診断のみ1.:5

o 0ドJ)

②徳tIj・下松市民師会は未定

(ト)老人健診別途協議

(2) 広岐検査センターの受入れ及び集配体

制について(三市医師会共同)

0光市医師会と下松山氏師会の間当者が

別途協議具体策を作る。

(3) 休日当直の忠者動態(光dj医師会)
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学 校医研修会

1 1月2円(七)光市医師会と光市教育委

員会共併により浅江公民館において、学校保

健関係者凡そ 150名参加のもとに、盛大E

有思議Ir開俄怠れ、将来学校保健の推進のた

め多大の成東務おさめた。

(1)学童の心疾患

下関心臓瓦の会会長

荒川二六郎博士

(2) 学童の情緒疾患

山口県精神衛生センター所長

小林 茂博士
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1978 

荒川先生は一般客加者にわかりやすく 、予

備知識として心臓の構造、血液循環を説明さ

れ、次いで、心臓病の分頼、先天件J心臓病の

種類、学市;の念、死と心臓病についてのべられ

fこ。

小林先生は、骨子供の教宵について邸境と、

「しつけ J の ilt~t生についてのべられ、 次い

で精神障吉・のあらまし、神経症に近い症状、

及ひ'子供が↑!?緒防:!?にかかった時の対策につ

いて詳細に説明された。

光市医師会

第 5回健康まつりに協賛

(1 1月20日於市民ホール〉

光市医師会は「光市第5田健康まつりJ Iζ 

協賛し竹中 ・宮忠 ・福本の三先住が主として

癌をテーマ』として学術講演を行った。

C子宮癌検診の意義 竹中先生

0乳癌について

O肺癌の早期発見

宮恵先生

福本先生
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なを此の度の「健康まつりjにおいては、

体力テスト、健康診断も実施された。

交通 法規講習会

1 1月 15日(水〉光市医師会において、

医師会員及び各医療機関の従業員・家族を対

象iζ、 1 2月 1日より実施される道路交通法

一部改正の要点について説明講習会が開催さ

れた。

光市の休日及夜間深夜診療患者の実態

〔調奇期間) 53年 8月21日(月)より 8月幻日(日)追の 7日間

〔診療時間) 平日 (21-26日)午後 6時より翌日 8時まで

日曜日 (27日〉は 1日24時間の患者

〔調究医療機関〕 市内訂ケ所(但し熊毛町 1医院を含み休日、夜間閉鎖せる会社診療所2ケ

所を除く)

ifj立病院 lケ所 法人病院 3ケ所 私立診療所 23ケ所

〈上担の中対象患者なき所4ケ所、回答なし 0) 

1 休日及3E間深在診療患者総数
.帆

句. 

医療機関所在地 (人9・1現在口〕 機関数i議室望，日躍患者 j忽者総数 人受11.こ絵対す本る 備 考

浅江地区 1 3，540 6 43 8 5 1 O. 3 8必

島 図 地区 3，947 6 1 0 7 1 7 O. 4 3労

上島問・ニ}F・'I.¥]防 1 0.335 4 25 2 3 48 0.4 6 ~ぢ 外日曜当直
光}F " " 8，264 3 7 28 35 0.42% 内日曜当直
当主杭作品 H 1 3，078 7 76 1 8 94 0.72% 
地 1>{ 計 4 9， 1 6 4 26 1 6 1 84 245 0.49% 

1 8 

1主_!_!j_j幻 1.1 8 9 I 9 7 I 2 7 6 I O. 5 6銘

(注)市内の医療機関で平日の時間外 (6日間) 1 6 1名の忠占があった。
1 I:l平均27名診ている。

あとがき
........・・・・_....、d ・・・....旬、

カツレプレイスの「不確実性の時代Jがベス

トセラーになっておる@毎日の多彩なシヨッ

キンクeなニュースも不確実性時代の象徴か、

医療制度も医師税制も亦然り

蹴ちらしてまばゆき銀杏落葉かな

花蓑
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